
■ 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
グ
ル
ー
プ
化
」
し
て
覚
え
る

　
こ
の
章
で
は
、
テ
ー
マ
や
分
野
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
文
の
問

題
文
に
頻
繁
に
登
場
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
現

代
文
を
苦
手
に
感
じ
て
い
る
人
は
、
ま
ず
は
本
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
し
っ
か
り
と
マ
ス
タ
ー
し
て
ほ
し
い
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
効
率
よ
く
習
得
す
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。こ
こ
で
二
つ
の
コ
ツ
を
紹
介
す
る
。

　
一
つ
目
の
コ
ツ
は
、
似
た
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
グ
ル
ー
プ
化

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中
に
は
、
辞
書
的
な
意
味

は
異
な
る
が
、
あ
る
状
況
や
現
象
に
対
し
て
、
同
じ
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
使
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
右
ペ
ー
ジ
の
図
解
で
は
、
そ

の
一
例
を
示
し
て
み
た
。

　
た
と
え
ば
「
普
遍
」
と
「
抽
象
」
は
、〈
共
通
し
て
当
て
は
ま
る
〉

と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
し
、「
普
遍
」「
絶
対
」「
一
元
」
は
、

〈
唯
一
そ
れ
だ
け
〉〈
例
外
を
認
め
な
い
〉と
い
う
類
似
点
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
グ
ル
ー
プ
と
し
て
覚
え
る

こ
と
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
は
ず
だ
。

 
こ
の
章
で
学
ぶ
キ
ー
ワ
ー
ド

　
・
普
遍
／
特
殊

　
・
具
体
／
抽
象

　
・
秩
序
（
コ
ス
モ
ス
）
／

　
　
混
沌
（
カ
オ
ス
）

　
・
必
然
／
偶
然

　
・
対
象

　
・
権
威
／
権
力

　
・
合
理
／
非
合
理

　
・
自
明
／
懐
疑

　
・
自
己
目
的
化
／
倒
錯

　
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（
逆
説
）

　
・
虚
構
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）

　
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
・
疎
外

　
・
概
念
／
観
念
／
理
念

　
・
絶
対
／
相
対

　
・
還
元

　
・
敷ふ

衍え
ん

　
・
一
元
／
二
元
／
多
元

　
・
ア
イ
ロ
ニ
ー

　
・
デ
ィ
レ
ン
マ

　
・
情
念
（
パ
ト
ス
）

　
・
恣し

意い

　
・
自
律
／
他
律

　
・
顕
在
／
潜
在

　
・
モ
チ
ー
フ

　
同
じ
よ
う
に
、「
虚
構
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）」
と
「
恣
意
」、「
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
（
逆
説
）」「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」「
デ
ィ
レ
ン
マ
」、「
自

己
目
的
化
」
と
「
倒
錯
」
な
ど
も
グ
ル
ー
プ
で
と
ら
え
ら
れ
る
。

■ 「
反
意
語
」
の
知
識
は
設
問
解
法
に
も
役
立
つ

　
二
つ
目
の
コ
ツ
は
、
反
意
語
を
セ
ッ
ト
で
覚
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
た
と
え
ば
「
相
対
」
と
い
う
語
は
、「
他
と
の
比
較
で
成

り
立
つ
」
と
い
う
辞
書
的
な
定
義
を
覚
え
る
と
同
時
に
、〈「
絶
対
」

の
逆
〉
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
語
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
明
確
に

把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
反
意
語
の
知
識
は
、
文
章
読
解
だ
け
で
な
く
、
設
問
を
説

く
際
に
も
有
効
で
あ
る
。
選
択
肢
問
題
で
は
、
傍
線
部
に
含
ま
れ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
反
意
語
を
考
え
る
こ
と
が
、
解
答
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
こ
と
が
多
く
あ
る
し
、
記
述
問
題
で
も
、
反
意
語
の
知
識
は

表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。
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具体 特殊 相対 多元

抽象 普遍 絶対 一元

〈並列的・複数の中の一つ〉〈一回的・個別的〉

〈唯一で例外がない〉〈共通して当てはまる〉

「基本キーワード」グループ化の例


